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第 1章  石ヶ坪遺跡の調査を終えて

昭和62年度より匹見町大字紙祖地区から県営圃場整備事業が始まり,それに伴って昭和63年度に

に遺跡の分布調査を行った結果,紙祖地区の石ヶ坪遺跡を本格調査することになった。

石ヶ坪遺跡は昭和58年土地改良事業で農道工事中に縄文時代の遺物を発見した周知の遺跡である。

本格調査の進行中に縄文中期の並木式上器 (鹿児島県)や阿高式土器 (佐賀県)んミ多数出土した

ことから,当時匹見町は九州や山陽との交流があり,物質的にも住みやすい地域であったようです。

今回の発掘の終盤に現地説明会を開催 したところ,多数の町内外からの視察者が訪れ,説明を受

けたり,遺物に触れることにより縄文時代の原始ロマンに浸りました。

また,匹見町の原始古代と題して,島根大学教授田中義昭先生の講演会や,文化財を活かした地

域づくり, シンポジウムを開催 し,4,000年前から匹見に人が住んでいたという誇りと,縄文銀座

と呼ばれどこを発掘しても縄文・弥生の遺跡に出会うといったこの恵まれた原始遺跡を町づくりに

どう活かすかを討議 しました。

今後の文化財録護はただ保存するだけでなく,いかにこの文化財を活かした町づくりに結びつけ

るかが,カ ギになると思われます。

遺跡発掘が契機となって住民の文

化財保護に対する認識が高まったこ

とをとても喜んでおり,こ のような

住民の盛り上がりにより石ヶ坪遺跡

を縄文村として整備する為に,町は

50aを 買いあげ,保存することに至

りました。

指導の先生及び土地所有者の斉藤

正人さん,坂原金子さん,事業主体

である益田農林事務所,作業員さん

他,関係者の深いご理解により石ヶ

坪遺跡調査が早急に終了したことを

感謝しております。 第 1

「
７
ヽ
、

山口県

(渡辺 隆)
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第2章  石 ヶ坪 遺 跡 寸 感

1989年 12月 18。 19日 の両日,匹見町埋蔵文化財調査室を訪問し,今夏発掘した石ヶ坪遺跡につい

て説明を承ると同時に意見を求められた。以下,乞われるままに印象を添えたい。

遺跡は,縄文時代の中期と後期の時期の違う2つの遺構が重複していると想像される。発掘に立

会っていないので,遺構検出面が2面あったかどうか自分にtよ わからないが, この遺跡の顕著な存

在である集石遺構は後期の造営と判断する。後期の上器は前葉の中津式を主体とするもので,中頃

まで下るものは瞥見したかぎりではなかった。中期の土器は並木式と阿高式で,ほとんどの胎上に

滑石の混入がある。たがんF区で検出した竪穴住居は, これらの中期の上器に伴うものであって,

平面円形,建替えでなTIれば主柱を二重廻 りさせる構造である。屋内炉については不明で,竪穴の

埋上には部分的に後期の土坑が掘られたと判断する。中期の上器には船元式,里木2式,波子式が

混っていないようであり,滑石混入のある九州系土器を九州から渡海 しての持ち込み品と仮定する

と,あまりにも量がおお過ぎ思案している。

後期前葉には手前を流れる紙祖川の河床礫を利用して集石遺構が造営されている。集石遺構には

祭場説と墓地説が提起されているので,石組の下を精査 しなければならない。祭場説には山獄信仰

と結びつける説もあるので,付近の山に関する伝承の類にも気をくばる必要がある。東日本の内陸

といってよい立地の後期の遺跡には集石遺構を残すものがあるが,西日本ではきわめて例が少ない。

管見では,愛媛県】ヒ宇和郡広見町にある岩谷遺跡が, この石ヶ坪と比較できる唯―の遺跡である。

備讃瀬戸には後期の遺跡が密集しているけれども, このような集石遺構は発掘されておらず,おそ

らく今後の周到な調査でも出上の可能性は少ないだろう。

石ヶ坪遺跡の集石遺構の発掘調査は,経験豊かな担当者でも技術的にむつかしく,やっかいなも

のである。東日本の集石遺構はおおむね黒色有機土に配石されたもので, 自然の堆積とは容易に区

別できるけれども,石 ヶ坪では遺構検出面にまで川床礫が露出しているから, 自然堆積と配石, さ

らに配石の崩壊とを識別して調査を進めねばならない。この件について発掘法が開発される見込み

はなく,ひ とたび掘り出せば,調査の失敗が失敗であったとする再検討の手立てすら失ってしまう。

しかも研究の段取りからいって,集石遺構の発達する中枢地帯での詳細な研究の完成をまたなくし

ては,比較研究もなしえないし,今のところ西日本で手つかずに残っている遺跡がこの石ヶ坪 1箇

所しか知られていない現状を鑑みれば,発掘調査は避けるという結論がおのずと導かれるのである。

関係各位のご尽力で,土地が公有の運びとなったのは,次代の研究者に稀有な遺跡の慎重な取扱い

を託せるわけであるから,それまで我々のできることはせいぜい教育的な効果をこの遺跡から引き
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第 2図 遺跡位置図 I
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出すことでしかありえない。

私案だけれども,土盛 りした上に縄文人の主食である木の実のなる樹木を植えてみてはどうか。

木の実を食品に加工する風習は,急速にすたれているけれども,まだ町内には学者や図書よりも貴

重な人材がご健在とおみうけする。町当局が遺跡の活用ではなく,開発に対処する発掘で忙殺され

るなら,苗木であってもよい。木の実の加工法は,つぎの世代に伝承しておく必要があると思う。

クリ・オニグルミ。トチ。ドングリなどが樹種となるが,匹見町には石ヶ坪以外にも縄文遺跡があ

るので,石ヶ坪に植えるのは1種に限定し,ほかの遺跡に別種を植えつけて,木の実の森を巡回し,

縄文人が結実時期の徴妙な違いを資源戦略として配分していたことを体感できるようにしていただ

きたいのである。しかもこの分野の実験的,定量的研究は立ち遅れているから,その記録は将来か

ならず学問にも役立つはずである。よく芝生で公園化した遺跡をみかけるけれども,芝生は縄文時

代の植生と違う。水田の雑草が侵蝕して繁茂するもの困るが,地下の集石遺構の埋没を表示するた

め河原から礫を持ち込んで,石組を再現しておくだけでもよいと思う。まず,そのための参考写真

として,集石遺構の管理団体に焼付依頼や図書からの複写を町教育委員会は用意しておかねばなら

ない。そして成木になれば,かならずカリキュラムが必要となるだろうから,社会教育の分野で長

期計画を立てていただきたいのである。

希望も記すこととなってしまったが,なつかしい遠祖たちがこんなに立派な遺跡を残し,それを

後代に伝えるのも我々の生活の誇 りと思う。

(中村 友博)
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第 3章 調 査 の 概 要

1. は じめに

遺跡の立地 本遺跡は,標高約291m測 る匹見町大字紙祖字元組に所在する。そこは断層谷の断

点にあたり,紙祖川に小原川が相会する河岸段丘の右岸に立地している。地点の南東面は急峻な童

仙山 (848m)がせまり,対向の北西面は水田地が緩傾斜を成し,その端面を比高差約4mを測っ

て紙祖川が北東流していて (第 2図 。第 3図),断層谷に沿って谷平地が延びている。該地はその

南西端にあたり,三方を比高300m前後の山々がとり囲んでいる。

このような立地から,戦国期には匹見一円を支配した益田氏の庶家が至近の要害山に居住してい

た。また南西は通路の役目を果した2支川が延び,古 くから交易路であって, 1つの “文化の拠点

地
″
を想像させる地形に立地 している (第 3図)。

調査に至る経過 農道施行時に発見された本遺跡は,1983年 (昭和59年)4月 の発見届の提出に

よって,周知の包蔵地として認定されていたものである。したがって,1987年 (昭和62年)か ら始

まった本地域の県営圃場整備事業に伴い,1987年 と1988年 との2回にわたって確認調査が行われた。

1987年 8月 の 1回 目の調査は島根大学の田中義昭教授らによって,本地点の西面 (舌状に突出した

紙祖川沿い)約50m地点の約1,200ポを対象調査区域として, 2mの方形 8坑,32ポが調査された。

その調査では,条痕文を基調とした縄文後,晩期のもの数片のほか,安山岩製の打製石斧 5点 。

鉄鏃・陶器などが出上しており,本遺跡の性格を考察する上での材料を資している。また,その後

の調査は,1988年 11月 に本地区域を中心として, 2mの 方形区4箇所を試掘し,今回の調査範囲を

ほぼ限定することができたのである。その調査では,太描きの沈線や細い沈線で曲線を描いた磨消

縄文土器や滑石混入土器が出土し,本遺跡が縄文後期初頭から縄文晩期に至る遺跡であることを把

握することができたのである。

調査の経過 今回の調査は,1989年 (平成元年)4月 10日 から同年 7月 31日 までの間,823人役

を要し,約1,236ポを対象に行ったものである。

しかし調査の中盤になって,事業者である益田農林事務所から「盛土工法によって保存」との旨

があったので,急列,調査工程の再検討を行うことになった。したがって,保存となれば実質的に

は破壊に繋がる調査は極力やめた方がよいので,一応調査を中断した上で,調査指導者である島根

大学の田中義昭教授・広島大学の河瀬正利講師・島根県教育委員会文化課の内田律雄主事らの意見

を求めた。その結果,多量の縄文後期の遺物をはじめとして,縄文中期の阿高式系土器,ま た一部
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には遺構面も検出されているものの,本遺跡の性格が今一つ把握 しきれていない現状では,いずれ

かの地点を限定し精査しておく必要があろう, という指導を受けた。そこで,その対象地点を紙祖

川の途流によって河道が遺跡を北東に還流した端部に当たるF2区を選定した (第 5図)。

当地点は,河礫と想定される自然堆積も確認されたが,主観的判断があってはと思い,できるだ

け識別を避け,忠実に実測することに努めた。したがって,地点の南東面には遺構とは結び付け難

い,つ まり河礫群が確認され,遺構面にも若干露頭しているようであった。その後調査が進むにつ

れ,本地点からは多量の縄文中期から縄文後期中葉に至る遺物が出土するとともに,集石遺構・住

居遺構等が検出されたのである。こうした貴重な資料の検出は町民を刺激させ,未調査域はそのま

ま保存とし,同年 9月 には町議会で本遺跡の買収が決議されるに至ったのである。

上述したように,今回の調査は中途での盛土工法による撮存,あ るいは終盤における買収による

保存等の紆余曲折によって,作業進行に一貫性を欠いた面があった。また一方,1,300ポ に及が広

範囲の調査であったため,掘削作業を2班に分け進めたことによって,各地区の作業の終着に差異

が生じるなど,全体的に整合性を欠いた調査になったことは否めない。

2.調査のあらまし

調査区設定 調査は,ま ず実測基点となる地点を設定することから始めた。その地点は,前回 (1988
年)確認調査した地区域の南西面に当たる約0.6～ 0.8m高 い水田地のほぼ中心に任意に設定 (標高

約291.43m)。 その基点を起点として,磁北を基準線に,それに対行する東西線を両延し,磁北側

に向って西面をAl区 と称 し,東面をA2区 と称する地区設定をした。さらにA3区 と称する小地区は,

Al区 。A2区の調査で,南面に遺跡の包含が予測されたため,後に拡張したもので,A区域の調査
面積tよ約167.5ポとなった。

B区域はA区域との間に石垣を設け,やや傾斜する一段低い現地標高291.4mを測る地点で,中

央 トレンチ (基準線に沿ったもの)を挟んで西面をBl,東面をB2と 区分 し,合せて74,3ポを設定

した。しかし調査域の南東面は山裾がせまり,緩和曲状を成していたため,周辺するように基準線

も東に13度振らずをえなかった。さらにC区域からは12度振った角度をもって延長し各地区を設定

した。

以下は同様に中央 トレンチを挟んで 1,2を連称し,アルファベット順にDoE・ F……というよ

うに冠して区名とした (第 5図)。 したがってDl区,E2区 というように呼称 し,以下 1区ごと約80

ポに区分し,Hま でとし,その各区の四周に50clnの セクションベル トを設けた。しかし地区によっ

ては地形的立地,あ るいは包含層の平面的拡がりによって変則的に区分したものもある。

各地区の概要 掘削作業は測量による地区設定と併行して, 4月 11日 よりA区域から開始した。
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A区は調査域の南西面に当たり,一段高いためか,既設した中央 トレンチの序層からみて,他地区

とは成因に差異がみられる。つまり耕作土は平均約16cmと 層厚で,黒福色上の3層が加層する。こ

れは北流する紙祖川と,北東流した小原川との会流が数次に途流して貫流した結果と想定できる。

つまり,一段高位にあるA区域ではその影響が僅少で,B区以下は頻繁であったことを示す。それ

は遺物 。遺構包含層などの上位層が乱由して薄く, しかも河礫の嵌入を多とするEoD区などに販

著であることから察しられるのである (第 5図)。

A区は 1層耕作土 (黒灰色土), 2層客土 (石粒を含んだ灰褐色土), 3層黒禍色土, 4層暗禍色

砂質土, 5層は黄褐色砂質土と砂礫層とに分層できるが, 3層下位に柱穴と思われる遺構が検出さ

れた。これらのピットは,Al区 14穴・A2区 13穴・A3区 2穴の合計29穴みつかっている。また遺物

は縄文土器 。打製石斧・磨石・石錘・石鏃などで,81.3ポを調査したAl区に多出する。時期的に

は第23図64～67,図版16に示したように,狭幅の三本沈線あるいは巻貝施文による縁帯文など,他

のものを含め相対的に判断するならば,縄文後期中葉から縄文後期終末のものと想定され,他地区

の出土遺物とは時間的問隙が指摘できる。しかし, これらの遺物が検出された遺構に供給しうるも

のかは,基底面まで調査している現状では結論付けることはできない。

A地区域から僅かに下がったB地区は,石垣をもって段をなす (第 5図)。 そのためBl区35.1ポ,

B2区 39。 15ポとに,他地区に比べ小区分に設定した。層序は, 1層耕作土 (黒灰色土), 2層 客土

(石粒を含んだ灰褐色土), 3層 暗禍色土, 4層責灰色砂土で,A地区でみられた有機上である黒

色土は欠落する。また3層と4層の層界は小刻みに乱調し, 4層には人頭大の円礫が部分的に露頭

し,実質的には河床礫である。 3層は遺物包含層で,下位面を中心に出上し小片であった。土器は

条痕文を中心として,10数片のうちには津雲A式の特徴をもつもの,丁寧に研磨した研磨土器など

が出上しており, これらの構成からA地区に包括できるものとして捉えられることができる。なお,

遺構らしきものは検出されなかった。

C地区は現地標高約291m測 る地点で,1988年 の確認調査の折,南西端の調査区として2m方形

区を設定した場所である。したがって第 5図にあるセクションの間欠部分は,その調査時のもので

ある。C地区の調査面積はCl区83.6ポ,C2区98ポで両区とも遺物・遺構が検出している。特にC2

区の北東面に検出した土羨,柱穴等 (第14図)は注意されるもので, 3層上面から検出され,遺物

も同範囲に多出している。同じくCl区 にも南東面に遺構が確認されている (第13図)が,紙祖川

の途流による北東流の貫入で資料を乏しくしている (図版4-2)。 また土器には滑石混入土器が

出土しており,時期的にA・ B以下地区とは明確に間断できるものといえる。

D地区はDl区92.35ポ,D2区98,08ポの合せて190.43ポを調査区としたが,掘削は前述したよう

に,事業者から盛上によって保存したとのことであったので, 3層直下で終えている。特にD地区
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は,接するC地区,E地区についてもいえることであるが,紙祖川の途流による貫流域であるため,
2層直下に河礫群の露頭 (第 5図,図版4-1)が みられ,遺構あるいは遺物を荒壊 していること
が窺える。したがってDl区の北西面,D2区の南東面に僅かなまとまとった遺物が認められるもの

の,全面に摩耗した遺物が散在する。本地区を斜行するこの河道は, トレンチの序層をみる限り,
3層の生活面が消滅していることから,嵌入したものと捉えることができる。また遺物・遺構につ

いては後章で述べることにするが,変則的に拡張 したDl区南東面にはCl区に関連する径 3m× 5

mの土疲,D2区南東面にはC2区にかけてP01,P02デ P03の柱穴と想定されるピットなどが検出し

ている (第14図 )。 土器は中津式や津雲A式に並行するもの,ま た縄文中期に比定される並木式あ

るいは阿高式は,C地区からH地区に至る全面に出土している。
E地区はEl区の103.6ポとE2区の82.65ポに設定 し,現地標高は約290,8m測 る。掘削は河礫が露

頭する2層直下までとしたが,礫が僅少で暗禍色の兆候がみられるEl区南西面では,遺物と相倹っ

て,Dl区に連関する径 7mの住居プランらしきものが検出された (第15図 )。 また遺物が特にE2区

で少なかったのは,浅い掘削であったことによるものではなく,そ の主因はEl区でも確認された

ように,斜行した冷流の貫入によるものであるうと考えられる。

F地区は,E地区と畦畔,濤によって区画した一段低い現地標高約290.65mの 地点である。F地

区からは, さらに中央 トレンチに沿う基準線を地形的理由から5度東 (山側)に振ってG地区,H
地区へ延長した。したがって基準線は概ね北東方向になる。そのF2地区の設定面積はFl区64.54ポ ,

F2区87.32ポで,完掘 したF2区は別として,掘削は撹乱されているとみられる2層直下までとした。

層序は1層耕作土, 2層客土, 3層暗褐色土, 4層黄禍色砂土とに分層でき,文化層として捉える

ことができる3層は,概ね15cllの 平均層厚で良好であった。

G地区は現地標高約290.6mで,Gl区72.5ポ,G2区92.5ごとに設定した。 1層黒灰色土, 2層灰

褐色土 (砂粒を含む), 3層暗褐色土, 4層黄禍色土となり,その下以は砂礫層であるが,全体的

に砂質性である。掘削は2層 までとしたが,中央 トレンチのセクションをみる限り,層界はほぼ水

平であり,ま た客上の2層以外は他地区に比べて層厚である。遺物は,縄文土器1,700点 (う ち滑

石混入土器90点),石斧10点,磨石10点,石鏃15点,黒曜石60点などが集中的まとまって出上 して

いることから,下位層に住居跡等の遺構が検出される可能性がある。それを裏付けるように,中央

トレンチ北東面 (下側)のセクションにはピットあるいは住居基底面と想定される “陥ち込み"が

みられ (第 5図),ま た滑石混入土器の出土比率も高い。

H地区は本遺跡で最も低く,現地標高約290.5m測 り,Hl区の設定面積は59.37ポ,覚2区は59.85

ポの合計119.225ド とした。層序はF地区,G地区などと比べて変化はないが,遺物包含層とみら
れる3層が北東面を中心にやや薄くなる。土質は砂質であるが,やや粘性を帯び, 4層の下位は円
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礫が露頭する。掘削は2層 までとしたため下層状況は把めないが, 2層 までの遺物出土が南西面に

集中し,北東面は希薄という結果は遺物包含層である3層 と比例している。

(渡辺友千代)

第 4章  遺

1. は じめ(こ

層位 調査の中盤における「盛土工法による保存」という今回の経緯から,完掘 したF2区以外

ほとんど未調査のままである。したがって層序については既掘した中央 トレンチを中心に概説する。

掘削は地区設定した後,一段高い南東面のA地区から始めた。その後,調査域の層序を把握 して

おく必要があるため,北東に細長い調査域にまず磁北方向に中央 トレンチと呼称する幅50cmの もの

を貫通させることにした。B,Cの両地区からは調査区域が北東に緩曲線を成しているため,そ の

曲線に従ってほぼ中央を貫走するように設定 した。さらにその中央 トレンチに対行するように,A

地区の南壁に沿うAl―A2ト レンチと称するもの,C地区では南西壁に沿うCl― C2ト レンチ,G地

区の北東壁に沿うGl― G2ト レンチと称する各 トレンチを設けた (第 5図)。 精査した彫区での ト

レンチについては後述するが, ここでは トレンチから全体の基本的層序を述べることにする。

本遺跡の基本的層序は,

1層  黒灰色粘質上の水田耕作土

2層  3～ 5 mm大 の砂粒を含んだ灰禍色土の客土

3層  遺物包含層である砂質性の暗褐色土

(上位面は黒禍色を呈すが,下位面は漸移に黄禍色に変化する)

4層  黄禍色砂土 (下位は明黄色砂土)

5層  責色砂礫層 。円礫層・角礫層

しかし,一段高いA地区では2層 と3層の間に有機土である黒色土が明確に加層している。これ

が本来の層序であったことが,底位の調査区 (B地区以下)を貫流したと想定される河道状況から

把握することができる。つまり本来の黒色土はB地区以下の調査区では,東流した河道によって洗

流されたものであり,特にD地区,E地区では暗禍色土の3層,黄褐色砂上の4層 までをも滅失さ

せている (第 5図)。 また中央 トレンチを対向するAl―A2ト レツチ,Cl―C2ト レンチ,Gl―G2ト
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レンチをみる限り,東面 (山沿い)は営田による人為が加わった1,2層は別として, 3,4層が比

較的層厚で,河沿いの西面に比べて低い (第 6図)。 それは底位面である北東面のE地区以下の地

区域が顕著で, 5～ 6 clllの差があることから,旧 くは河道が貫流の後,遺物の僅少である東面 (山

沿い)を周流していたと想定されそうである。遺物の包含層はA地区では3層の黒色土, 4層の暗

禍色砂質土であり,それ以下の地区では3層の暗褐色上であって,ま た遺物が比較的上位層 (1,

2層)に出土がみられるのは,それらの洗流による流入 。転移によって包含されたものとして捉え

ることが可能である。

以上のことから良好な遺物包含層を保存しているのは, トレンチあるいは出土状況から,A地区・
C2区・ F地区・ G地区 (H地区は周流の端部にあたる)である。特にF地区,G地区では 1層10
～17cln,遺物包含層の3層は12～30clllと 層厚で “遺構的陥ち込み"以外は比較的水平に推積している。

2.F区 の状況

上層面の状況 F2区 はFl区に併設する調査区で,現地標高約290.680mを 測る。なお堆積状況を

把握するための トレンチはF2-aト レンチ,F2-cト レンチ,W― dト レンチと称するものを十文字
にとり, さらにサブ トレンチと称するものを補助的に設けた (第 8図)。 その結果,調査区内の層

序は 1層黒灰色上の耕作土, 2層灰褐色上の客土, 3層暗禍色砂質土, 4層責褐色砂質土とに分層

でき (第 8図),やや北東面に斜底 しており,南東面には周流した旧河道の河礫が嵌入している。

そのため南東面の 1層 (耕作土)は薄く, 3層直下から河礫が露頭した。したがって3層上面に露

頭する円礫群 (第 8図)んミ,当初その影響によるものであると判断されたが,後に基底部の住居プ

ランに照合した結果,住居プランの周囲には比較的少なく,その範囲に,あ る一定性をもって集約

していることから, これらの石群のある程度は “生かされている"とみなした方が良いように判断

された。これらの石群は,全体的には南西面 (毘―a・ F2-d)が疎間で,北東面 (F2-b・ F2-c)

に集密するという差がみられる。これは標高差からくるもので,造田時に高い南西面が平削された

ことに生じたものと解される。また住居遺構内にみられる石群の中には,長径40～50clll測 る石体が

点在しており,中には平坦な形状のものがあって注意を引く。それらは台石であり,中には使用痕

も認められ,炭化物・骨片 。石器崇J片が検出された地点に近接する (第 8図・第 9図,図版7-1)。

またF2-cグ リットの トレンチ寄 り (C地点)には,多 くの熱焼による拳大の茶禍色した角礫が散

在する (図版 9-5)。

SX(特殊遺構)F2-bグ リットの東北東面には集石遺構 (SX)が , 3層上面の暗褐色土層に
検出された (第 8図,図版 8)。 配石の長径1.52m,短径1.25mで ,長さ7～28clllの 円礫を主に並

石する。一部に積石がみられるものの, レベル的には8～14cllを 測 り,ほぼ水平に配並されており,

-19-



その西面は整列する。立石は確認されていないものの,中心に間陳がみられるため存在したと思わ

れる。仮定であるが,配石遺構の50clll南 面にはその形状から立石と想定できるものが確認される

(第 8図,図版10-8)。 それは砂岩系のもので,長 さ54clll,径 23cllの 円筒形を成したもので,移

動したものと考えられる一方,あ るいは出入口と想定される箇所の3層下位に検出された状況から,

人為による意志によって埋められたものかも知れない。

また遺物は, 1,2層 を除く3層中以上表示 した第 9図をみても判るように,配石遺構内に6点     ・

のみで,南面にあるまとまりがみられる以外は閑散である。なお,配石の下以について保存のため

掘削していない。                                       ・

F2区 遺 構 計 測 表

遺 構 長 径 短 径 深 さ 上面標高 遺 構 長 径 短 径 深 さ 上面標高

P01
∞
５ 290.444 P25 15.5 5 290.324

P02 11 290.414 P26 22.5 290,274

P03 290.404 P27 4 290.324

P04 22.5 290.294 P28 290.314

P05 290,404 P29 28.5 290.244

P06 290.294 P30 4 290.284

P07 17 290.394 P31 290.324

P08 30.5 290,364 P32 20.5 6 290.324

P09
ZυU,334
,on an払 P33 290.404

P10 4 290,214 P34 20.5 9 290.404

Pll 23.5 290,334 P35 290.404

P12 290,354 P36 15.5 8 290.344

P13 290.164 P37 26.5 22.5 7 290,364

P14 290.224 P38 9 290.284

P15 290.274 遺 構 長 さ 幅 深  さ 摘  要

P16 290.274 SK01 不整形

P17 290.214 SK02 旅9 420 約 116 濤状

P18 7 290.304 SK03 7 L状上羨

P19 290.324 SK04 円形状

P20 290.144 SK05 円形状

P21 290.324 SK06 涙滴状

P22 290.264 SK07 涙滴状

P23 290.324 SK08 72.5 円形状

P24 290.224 SD01 糸9 80 濤

-20-



F2-aゲ リッド

も  
沙

F2-bゲ リッド

g

◇
⑮

0  ワ

＼∂辞

彎

ヽ
Ａ

ふ
゛

9P
θ

~~290,

290.300m―

９
」
　
０
式
。

//°
碓

し時 /1鯨
も帯
°テくきdノ/
み    /。 o

/つ    、

ａ
ト
レ
ン
チ

cト レンチ dト レンチ

Y―dグリッド
ら ヽ

鼓 平 畔膨暗脚）”β
綽雖ギ湧

マ玲祭或荘釜益。北

＼

(＼

く議

Å:Ψ
@

智
覇
飽

ＥＥ
０
０
０
．０
０
『

290.000nl―

第 8図 F2区 3層上面状況図
-21-22-



＼
＼日

「
lラ

/゛ ゴ由f口 r電・
口fI°

/}iト ロBf口f■・・●L声 ギB工
‐
■■,囁吾■,

竹ざ・lf

a   tt B

日 Ъ         h} //′

●      ●  〆

・ /″
・ 〃γ
/ 
二・

./▲  ・

./ 
・ l

BB  .

日

「
D      ・

■      ●.  B

イfaくと“II・r・ 三〕
ギゞニ＼

Bl・「壮
＼口:f}4句 ＼|
「ヽ

JB  
日  ∫`卜 、

＼ 
・  ・ . :▲ 。

日
 ■

＼   日 B8    ・
＼   _3    `.

「 E●

■

.■ B出
B, ■

∴ 1・
● ■

=●
_ _ ●●B、

rB゛  .

ロロ
,P・

●  LB

口:

●.

゛
ヽ
　ヽ
、、
、
　
Ｌ
．

0                                                  51

■ 土器
● 石器
○ 炭化物
△ 骨

第 9図 F2区 3層遺物出土状況図

-23～ 24-



3.下層面の状況

SI(住居跡) ここでは住居プランが検出された基底面を中心に, 3層中位までの状況をも踏ま
えて述べておく。

SIは暗褐色土 (3層)か ら責禍色土 (4層)に変異する層界に検出されたものである (第11図,

図版12)。 全体的 (図示範囲)には, 2層は4～ 6 clll, 3層 下面は10～20cll北 東面に傾斜する。し

たがって,南西面は造田時に削平されたらしく壁体などの遺構が消去する。壁体が遺る東北東面の

壁外周は,13～ 19cll掘 り下げている (通常高の床面から)こ とから竪穴式住居といえる。その長軸8.6

m,短軸7.6mで楕円形プランを成しているが,特に東北東面 (Bと表示)に連なる壁体は意識的
に有段されているようで注意される。例えば内壁に接するSK02は別にして,外側に周行するSD01

はそのことをより浮彫りにしているといえる。この有段壁体といえる壁体は,濤と壁体との最大差27

cln測 り,壁体の頂部分は3層上面で既に露出していたのである。したがって第 9図,図版10-8に

明らかなように,その頂部面は遺物の出土が閑散である。また,明 らかに有段されたと想定される

壁体部分の1箇所 (bと表示)に底面が確認され,その箇所からあたかも遺物が流出したかのよう

に散漫する (第 9図,図版10-8)。 この有段状の壁体が構造的に壁周していたものか,あ るいは

部分的に水退等に配慮した築造であったかは,浮彫りにすることはできなかった。

P(柱穴),SK(土装),SD滞状遺構 本調査区では第11図に明らかなように,柱穴38,土羨 8,

濤状遺構 ユなどの遺構が検出された。そのうち柱穴は径17～48clllの ものであるが,P09,P19は建

替えあるいは補助柱による連穴するものであって,その多くは21～23clllで ある。これらの柱穴をSI

プランに照合して辿っていくと,第11図のような柱列プランが想定され,柱間はおよそ1.6～ 2m
である。しかしF2-aグ リットから毘一bグ リットの周堤状壁体上面に連なるP05,P07,Pll,P18

に連結していくと,そのSIプ ランの長軸7.6m,短軸7.2mと なり,前述の柱並部分は拡張されたと

も捉えられる。また,内側に周円するP05,P07,Pll,P17,P21,P22,P29,P27等の周並穴は,

同位面 (3層 と4層の層界)に掘削されていること,基底面での遺物の散布状況 (第10図)か らみ

て一定の境界性がないこと,想定されるSIプ ランにほぼ比例して周並していることなどから,複合

プランとは認められず,内外に主柱を置く構造であったものと解 したい。

土羨には広く浅いSK01の ようなもの, またSK06の ように狭く深いもの, あるいはSK02, SK06

の低位は粘性の強い黒褐色を呈し,土器片等が流入する (図版10-8)。

SK01は ほぼ中央に位置し,浅 く掘 り下げ,その上面の暗禍色土にはF2-aト レンチを挟んで地

床炉と想定される石組が検出された (第 8図 1,図版 9-6)。 また,SK05の上面からも拳大から20

cmあ まりの角礫群がみられ (第 8図 4,図版 9-5),その多くは熱焼のため赤茶褐色を呈し, さ
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らに屋外炉と想定されるSK08の 南西面には骨片,炭化物が検出されたブロック (第 8図 7)が存

在する。SK04の基底面には土器とともに拳大から25clll大 の円礫が6個検出され,その上面 (3層

中位)には石器剣片が多出した石群があり,30～50911大の石台が4個みられる (第 8図 2)。 特に貯
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蔵穴と思われるSK06で は,上面を覆うように並石した配石の検出 (第 8図 5)は気になるが,配
石自体が暗禍色土中であるので,流入石かも知れない。SK02は土壊として捉えたが,有段状の壁

体に用いるために掘削した濤かも知れず,それはSD01で もいえ,その基底部には土器,石器が集

中する (第10図,図版10-8)。

4.他調査区の状況

A地区 A地区での遺構の検出は, 3層 (暗褐色土)中位であった (第12図,図版 3-2)。 こ
れらの柱穴遺構は,Al区 14穴,A2区13穴,A3区 2穴の合計29穴で,概 して調査域の南面に偏存し

て検出された。遺物は3層から4層にかけて縄文遺物が出土しているが,他調査区に比べて少なく,

時期的にも多少の擦れがある。遺構を検出する4層は, 5 mln大の砂粒を含んでいるため,紙祖川の

途流による流出の影響が僅かに読み捉られる。それはP23,P24,P26に明らかなように,北東に

流走した河道方向に柱穴が100° ,1lo° ,115° とに傾斜していることからも確認できるとこれらの

柱穴が平床式,あ るいは堅穴式に伴う柱穴であったかは判らないが,Al区に半円形に周行する深

さ8～ 15clll,幅50～80cnl,長 さ660cmの濤状遺構 (SD01)は 気になる (第12図 )。 遺構に伴う石体

等は柱穴の検出をみた4層中位では確認されておらず,中央ベルト,Al―A2ベルトのセクションを

A調 査 区 遺 構 計 測 表

遺 構 長 径 短 径 深 さ 上面標高 遺 構 長 径 短 径 深  さ 上面標高

P01 26.5 3 291.182 P17 291.052

P02 291,202 P18 16.5 291.072

P03 20.5 291.202 P19 291.092

P04 26.5 291.152 P20 3 291.112

P05 291,182 P21 12.5 291.112

P06 20.5 291.162 P22 291.122

P07 291.172 P23 291.042

P08 291,132 P24 291.062

P09 291,142 P25 22.5 291.072

P10 291,162 P26 291.072

Pll 291.142 P27 20,5 291.092

P12 291.152 P28 22.5 291.062

P13 17.5 291,152 P29 291.022

P14 22.5 291.172

P15 291,102 遺 構 長 さ 幅 深 さ 摘  要
P16 291,052 SD01 660 50-80 繕状
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見る限り, 4層 と5層の層界に土壊,あるいは柱穴等の “陥ち込み"が顕著であるため,下位に存

在するものなのか,あるいはそれらの遺構は時期的に異なるものであって複合するものなのかにつ

いては,下位層を掘削していない現状では判らなかった。

Cl区 Cl区は北東流した河道に立地 している (第 5図,図版 4)。 そのため区内には10～60cal大

の河床礫に覆われ遺構を撹乱するが,部分的には河道の側沿にあたる東面のように,柱穴,石囲炉

と想定される遺構等を遺している。これらの遺構内には砂礫が多く混入した暗禍色上であって,遺

物が多出している。特にDl区に連結するSK02では200点,SK06を中心とした地点では250点余り

が出土している。

石園炉と想定されるSX01(第13図)は,長さ23～27cm,幅15～20calの 河原石4個をもって四周

させ, さらに中央に偏平な石をはめ込むように1個置き,それらを小石 3個で固定している。それ

らの石体が人為であったことは,層界の四周をとり囲む幅約 5 cnl,深さ3～ 5 cllに掘 り込まれてい

る暗禍色土が物語っており,ま た 1個の石面に付着する戊化等から明らかである。柱穴と思われる

径23～38cm,深 さ約 6 clll測 るピット,P01,P02,P03,P04が そのSX01と一連プランの如 く径約6.6

m測 って散在する。SX02(第 13図 )も石囲炉かも知れない。またSX02の土壊内に存在するSX03

は, 3個の石を立ち上がらせ, さらに側に横たわる長さ60clllの 石体との配石状況から人為的な立石

を捉えられそうである。長軸4.8m,短軸3.6m測 るSK02(Dl区に連結)は,長精円形を呈 した土

猿で,上位面は円珠による河床礫が覆い,約 5～ 8 clll下層は遺物を伴いながら責禍色砂質土,そ し

て砂映を含む暗禍色土と漸移に変化 し,そ の深 さ15～ 20clll陥 ち込んでいる。土壊はその他

SK04,SK05,SK06が確認され,いずれも下層は砂礫を含んだ暗禍色上であるが,20clll大 の円礫

が多く流入する。

C2区 C2区の東面半分は, 1層耕作土, 2層客土, 3層暗褐色土 (層厚約 4 cln), 4層 責禍色土

とに分層されるが,西面に向って (Cl区寄 り)3層の暗禍色土層が漸移に消える。遺構tよ その東

面の暗禍色土層を残す面に,遺物とともに集中した。柱穴と思われるピットは,径18～23clllの もの

が中心で, 4層の責禍色砂質土層におよそ10～ 13clll掘 り込んでいる。隣接するD2区にもP01,P02,P03

などのピットが検出されているが (第14図), これらを結んでいくと,C2区のP03,P04,P07,P08,P12,

P14,P15,P16に連結され,住居プランらしきものが浮かび上ってくる。土器,石器などの遺物

は約1,期点出土し,想定されるプラン内を中心に散在した。土羨はSK01(図版5),SK02,SK03,SK04,

SK05,SK06が検出され,そのうちSK05,SK06は貯蔵穴であろう。またSK02,SK03,SK04の

構内にはピットが確認されており, これを結がとF2区で確認されている主柱を二重廻 りさせる構

造となっている。

Dl区 Dl区は,北東に流走した河道の側沿 (北西側)にあたるため石体も小さくなり,砂礫化す
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る。区内の南東面には,Cl区のSK02と連濤するSK01が検出されている (第15図 )。 その構内の上

層には部分的に役 2～ 5 clll大 の砂礫が嵌入し,下層には砂礫,円礫を含む暗禍色土となり,基底部

にわずかに粘質の黒褐色上がみられた。

また北西面には,セ クションベル トを挟んでEl区 と連結する住居プランと想定されるS101が 検

出された (第15図 )。 耕作土は8～10clnと 薄く,客土は顕著ではない。僅かに砂粒溜がみられ,磨

滅した小片の縄文土器がプラン域に拡がり,暗禍色土を掘り下げると密になり,ほぼ水平に堆積し

ている。遺構プランが拡がっていると思われる北西面は,水路を挟んで農道が北東方向に走ってい

るため拡張できなかった。その実施調査した長軸約6.2mを 測るが,予測的には8mにおよぶと思

われ,短軸は約6.3m測 り,楕円形プランが想定されそうである。掘削は3層の上面までとしたた

め,その下層状況について詳しいことは明らかでないが, 3層上面に長径38cll,短径28cmの 台石が

出土している (第15図 )。 その台石は花闘岩で,上面に擦痕による使用痕がみられ,約30° 傾斜さ

せて配置する。またS101の 東端 (El区 の南西面)に径約 lm,深 さ約30cm円形土羨が検出した。

遺物はその上面 (暗禍色砂礫土)に数点出土したのみで,下層には無かった。

El区の耕作土直下は, 1～ 4 clll台 の砂礫と砂粒が2～ 3 cmあ まり層をなしていて,部分的 (中

央 トレンチより)には,そのまま河床礫に至っているものもある。しかし,区内のほぼ中央には暗

褐色を呈した円形状の約5.8m測 るプランが確認され,遺物も散在するもので,遺構が存在するか

も知れない。

(渡辺友千代)
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第5章  出 土

1.は じめに

本調査で取り上げた遺物は,第 7図に表したように15,900点に及ぶ。本章ではこれらの遺物につ

いて,完掘したF2区を中心に,他調査区も含め,総準的にその特徴を示しているもの,あ るいは

レァリティのものも含め,土器125点,石器56点の合計181点を図示した。これらの掲載については,

調査面積が1,300ポに及が広範囲であったため,特徴的分類とはせず,地点 (地区)ご とにとり上

げている。また特に滑石混入土器については,本遺跡の特徴を描き出すために極力掲げるように務

めた。

2.F2区 の出土遺物

F2区からは,縄文土器片5,928点,そのうち滑石混入土器180点,祭J片285点,石錘39点,磨石22

点などの総数6,599点が出土した。以下これらの遺物について,まず土器から概略述べていくこと

とする。

土器 (第16図～第20図) 1～ 5は,耕作土及び客土から出上したもので, 5の底部以外は,太
い沈線や深い沈線を枠状モチーフで描く磨消縄文土器。また 1,2,4は 口縁が内湾し,そのうち1

は椀形。 6～10(第16図)は, 3層から出上したもの。凸帯を巡らす 7は, 2本単位の施文具によ

る押引きの後,その間を指頭などで凹線文を施した広義でいう阿高式系土器 (並木式)。 胎土に滑

石を混入させ,外面に煤が付着し赤禍色を呈する。 9も 滑石を混入させた阿高式系土器。器面に斜

向の短沈線を数次に引き連ね,その間を浅く凹線を施す。また直立した口縁の端面には横位に細沈

線を間隔的に4,5本並行させる。色調は茶褐色。10は太 くて深い沈線で描く磨消縄文土器で,器

肉は厚く,比較的広い縄文帯である。内面は条痕を施し,茶褐色を呈する。

11～25(第 16図・第17図)ま でのものは,ほぼ3層に出土したもの。11は,短 く外反させる精製

土器。内外とも丁寧に磨き,文様は半円弧状を成す鐘崎式のもの。12は外反した口縁部。外面に凹

線を施した後,内面とも板状施文具によるハケロ調整を施す。滑石は混入していない。13は凹線文

と凹点文を併用した阿高式系土器で,灰褐色を呈する。15,16は 2本単位の施文呉で押引きした後,

その間に凹線を施 した並木I式 といわれている前者は茶禍色,後者は責灰禍色した土器を17・ 19

(第17図 )は 口縁部に幾何学的な文様を集中させる縁帯文土器で,津雲 (彦崎KI)式に並行する

ものであろう。201ま,鐘崎の影響を受けたものだろうか,狭い沈線を一筆書に描く。外面はナデ,

-39-
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を1

第20図  F2区土器実測図 (5)

内面は条痕で調整する。胎土に2 mm大 の石粒を含み,黒禍色を呈する。21は,滑石を混入する阿高

式系土器の底部。その底部はベタ底に近く,縁辺はかっくらと円みを帯び,黄禍色を呈する。阿高

式系の底部は,お よそ同様な形状をしている。23は ,滑石混入土器で,棒状施文具で沈線,凹点の

区画の縄文帯に疑似縄文を施し,他を箆で磨く。胴下半や内面は条痕で調整している。

26～44(第18図・第19図)は, 3層下位あるいは区内のトレンチの下位に出土したものである。26

は,内外を条痕で調整し頚部に指頭で押圧 したもの。27は深鉢の口縁部。大振りな曲線を描き,器

面を条痕で調整した後,内外ともナデ仕上げする。30も 同様な手法による中津式土器。32は器面に

竹管状の施文具による凹点,押引きし, 口縁を波状に刻んだ土器で,40も 同形状をなし,南福寺式

と思われる。35・ 36は滑石混入土器で,前者は並木Ⅱ式,後者は凹線のみの阿高式,内面を板状施

文具でケズリ調整する。37は,曲線が鉤状的にカーブする磨消縄文。外面には酸化鉄が付着し,淡

茶色を呈する。41は,茶禍色を呈した滑石混入土器。42は,内外ともはっきりした条痕施文で,僅

かに外反して立ち上がる深鉢土器。口縁端はナデ仕上げ。

45～55(第19図・第20図 )は, 3層 と4層 (黄褐色土)と の層界に出土したものである。44・ 45

は滑石混入土器で,後者は器肉は薄く,器壁を板状施文具で調整する。46・ 47・ 48も 滑石混入土器。

そのうち47は鋭い沈線を数次に集約させる。色調は青灰色を呈しており,並木式中で志古い段階の

ものであろう。49(第 19図)は,棒状具で幾何学的に施文し,器壁は条痕で調整したもの。50は磨

0                               20cm

』

　

ノ

５９
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消縄文で,縄文帯に貝殻圧痕の疑似縄文とし,磨消部分に竹管で列点文を施文する。また図示して

はいないが,他に沈線に同様な列点を施しているものも出上している。56は異形土器で, 3層中位

に出土した。57は橋状把手で,鐘崎系統の上器であろう。

58～63-1(第20図)は,全調査区内のおよそ 1,2層に出上 した陶磁器類のうち, 6点を図示

したものである。その多くは78の伊万里系にみられるように,近世のものであるが,中には61や図

版16-6,63-1の ように,中国青磁も出土している。

石器 (第21図 。第22図) 1は , 3層下面の石囲炉 (SK01)と 想定される上面で出土した砥石。

3面は擦削で凹状を成 し,そのため2方は欠除する。また石角の凸部には局部に使用した擦痕が凹

跡にみられる。石材は砂岩。 2は器長12.5cm,器幅 8 clllを計る安山岩質の打製石斧。 5・ 6は削器

で,前者は基底面,後者はF2-cト レンチ3層下面に出土したもの。いずれもガラス質安山岩で,

5は直刃面に階段状に細部調整する。 7・ 8は石核で,前者はガラス質安山岩,後者は乳白色の黒

曜石である。 9は,ガラス質安山岩の尖頭状石器。器長4.2cm計 り, 3層下位に出土した。打点は

基底にあって三角形を成し,両縁を丁寧に両面調整する。10。 11・ 12は,礫石によって両端を欠い

だ切目石錘。そのうち10は長さ6.8硼,11は器長,器幅とも4。 3911の 円形を呈する。このような石錘

は,同区に39点出土している。13は,黒躍石 (乳白色)の祭J片石器。裏面に数次の崇J離面がみられ

るため,石核かも知れない。14・ 15はガラス質安山岩による横形石匙状石器。いずれも打面は上部

の稜面にあって,弧状を成し刃部縁に浅い片面細部調整を施す。16は象J片石核で,石材は黒曜石

(乳 白色)。 17・ 18。 19は基部に決入のある石鏃で,そのうち17・ 19はガラス質安山岩を石材とし,

器体に象J離面が周円する。同区には同形状のものが5点出土しており,いずれも縁辺を丁寧に整形

し,偏平なもの,円形あるいは三角形状のものとに分類される。形状的には石刃鏃に近く,基部が

尖る石鏃であろう。なお同区からは3点の鍬形鏃が出土している。

3.他地区の出土遺物

土器 (第23図～第27図)64～ 66は,A地区の遺構を検出した4層上位に出土したもの。64は ,

短く内折する口縁部。口唇部は凸帯状に肥厚させ,その頂部に貝殻の腹縁で押圧 し, さらに殻頂で

刻みを入れている。内外とも条痕で調整するが, 口唇部はナデで疑似縄文を消す。65は,A3区の

3層に出上したもので, 口唇部は肥厚し強く内折する。外面は条痕を施し,肥厚した凸帯に箆状具

で刻みを入れ,内面はナデ調整する。66は幅狭 3本沈線の精製土器。縄文帯との間,内面とも箆で

丁寧に磨き上げており,色調は暗禍色を呈する。

67・ 68は B2区の 3層上面に出土したもの。そのうち前者は口唇端に箆状施文具で刻みを入れ,

内外を箆で精緻に磨き上げ,焼成はきわめて良好。後者は淡茶色した底部で,下半部にかけて縦に

-45-
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第22図  F2区石器実測図 (2)

数次の凸帯が施されている。

69～85(第23図 。第24図)は C地区で出土したもの。そのうち69とま,Cl区で出土 した内湾する

波状口縁の上器。口縁部に2列の箆で決った凹状の点文を配し,その下部に箆で渦巻文を描く。口

縁端は刺突 =波頂部には棒状の施文具で5つほど押圧している。阿高式系統のものと思われるが滑

石の混入はなく,内外の器壁は箆で平滑する。70は,Cl区のSK05付近に出土した (3層上面)突

起部。2本の深い沈線が頂部まで至り,縄文帯は比較的広く,残 りの区画を箆で丁寧に磨いている。

色調は内外とも黒褐色を呈し,精緻な作り。71も 中津式である。72・ 73は底部で,前者は凹レンズ

状に揚げ底となり,内面は箆で粗く調整する。色調は黄禍色を呈する。73は,茶褐色した滑石入り
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のもの。底面はやや揚げ底で,底部の縁辺はかっくらとする。全体にが厚く,やはり他の阿高式系

と同様な形状を呈 している。74は注目土器で,C2区のSI内 に出土したもの (3層上面)。 文様帯は

注口,その上面に幾何学的に施し,その沈線辺のみ縄文が施文され,色調は淡茶色を呈している。75

は,滑石混入土器。 2本単位で直線的に押引いた後,その間に凹線を施文する。下部は無文で,内

面には板状施文具による調整がみられるが,外面tよナデ仕上げのように見受けられる。色調は茶禍

色。76は ,Cl区 の3層直下から出土したもの。口縁端に棒状施文具で連続的に押圧する。外面は

条痕,内面はナデ調整を施 し,黄褐色を呈する。こうした形状のものは,彦崎KI式やあるいは鐘

崎式系のものに見受けられる。77・ 78は 2本沈線による磨消縄文土器。80は内外とも条痕で調整し,

外面に2本沈線を施した土器である。84は浅鉢系の底部で,内外とも箆で磨 く。

第23図 他地区土器実測図(1)
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88は ,開き気味に立ち上がった口縁部。その回縁端に細い亥Jみ を連続させ,外面に凹線,内面には

板状施文具で調整した滑石混入土器で,茶禍色を呈している。

89～92(第24図)は,.D地区に出上 したもの。そのうち89は注目土器で,Clに連関するSI域の

2層に出上した。胴部には凸帯の縁側がとりまき,その区画に縄文が,その下部は磨き残された縄

文が微かにみられ,上半部は箆磨きする。彦崎KI式のものであろう。901よ滑石混入土器で, 口縁

部に鋭い沈線を乱調気味に集約させ,肥厚するその端部に1状の沈線を通す。内面は箆ナデ,青灰

色を呈する。同じく92も 滑石混入土器で, 2本単位の施文具で曲線的 (逆 S字状文)に押引き,後

にその間に指頭などによる凹線を施している。曲線が小振りだけに,その間を縫う凹線は浅厚の差

となって表れている。平縁の口唇にtよ瓜形状の連続文を施し,内面は箆削り。色調は外面青灰色,

内面は黄褐色を呈する。

93(第25図)は,E2区の2層に出土 した滑石混入土器。口縁部の外面に瓜形状の連続文を幾何

学的に施し,その間に凹線を描く。下半部は茶褐色を呈し,無文で箆削りした後ナデ仕上。内面は

茶褐色を呈し,箆削り。阿高式系でいう並木Ⅲ式であろう。

94は ,Flの 中央 トレンチ側に出土 (3層)し た滑石混入土器。瓜形状の連続文を曲線的に描き,

その間の凹線は顕著でない。口縁端には刺突を連続させているので (押引),沈線的に見える。内

面は箆ナデで,灰禍色を呈すが,外面は部分的に風化したように茶褐色を塁する。

95～■4(第25図 。第26図)はG地区に出土したもので,そのうち95～104はGl区の2層。105～107

は中央 トレンチ (Gl区側),Gl―G22ト レンチ内の3層。108～■4はG2区の2層・ 3層上面に出

上したものである。95は内外を条痕で調整し,外面に浅い沈線を曲線的に描く。胎土に3～ 5 mm大

の石英を多く含み,外面には煤が付着する。96は直線的に描いた磨消縄文土器で,外面に煤が付着

し茶禍色を呈する。98は ,青灰色した滑石混入土器。内外とも板状施文臭で調整した後,画面には

横走する凹線を施文する。99は 内外とも条痕で調整した土器。1001よ 赤禍色した滑石混入土慕。 2

本単位の施文具による押引文を直線的に施文 した後,その間を凹線文で描 く。101は赤禍色した滑

石混入土器の底部。102は沈線を施文する滑石混入土器。1031よ 内外とも条痕を施し,外面には山形

文を施文する。黄禍色を呈し,外面には煤,内面には酸化鉄が付着する。105は 2本の浅い沈線で,

比較的幅の広い縄文帯とする磨消縄文土器。外面には朱が着色されているように思われる。106は

滑石混入土器。外面に瓜形状の押引きを連続した後,その間に凹線を施文する。外面には煤が付着

し,茶灰色を呈する。日縁端には瓜形状の施文具で内側に向って刻みが入る。内面は黄禍色を呈し,

輪積痕が顕著である。108は 内湾する波状口縁部。外面に描かれている沈線は比較的狭 く箆磨きさ

れているが,口縁端には縄文が施文され,責灰色を呈している。鐘崎系統の土器であろう。1101よ

注目状の突起で,彦崎KI式の縁帯文土器であろう。112は浅鉢系土器の底部で,外面は箆磨きし平
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滑である。文様帯は底部辺まであったらしく,縄文帯が看取できる。内面は精緻な条痕を施し,黄

禍色を呈する。113は ベタ底に近い底部で,内外とも条痕で調整の後,ナデ仕上げる。外面は灰禍

色を呈するが,内面は赤褐色を呈し酸化鉄が付着する。

115～ 121(第 26図 )は,H地区から出土したものである。そのうち115・ ■6・ 118はHl区の3層
上面,他は中央 トレンチの3層に出土した。115は波状口縁の深鉢土器で,内外とも箆ナデした後,

外面に太い大振 りな曲線,粋状の沈線を施文する中津式上器。116は頚部で,胴部にかけて条痕地

とし,上面の口縁部は有段状に肥厚させ,巻貝を間隔的に押圧する。外面には煤が付着し,内面に

ナデ調整。117は内外とも板状施文呉で調整した土器。118は外面に条痕を施し,浅い沈線で波状曲

線を施文する胴部で,内面は条痕調整。120は 日縁部の滑石混入土器。外面に煤が付着 し,内面は

灰色を呈する。121は外面に箆による圧痕を施文する粗製の口縁部。内面は条痕調整の後,ナデ。

色調はは赤禍色を塁する。

122～ 125(第27図)の ものは,形状あるいは特徴性から別掲したものである。1221よ 滑石混入の

九形をした突起。H2区の3層上面に出土したもので,縁端部に瓜形状の連続文を施 し,その中央

部分に孔を有する。色調は黄褐色。123は粘土紐による長楕円形に作り出した貼付帯で,その隆帯

縁に指頭状の押圧を周行させる。1241よ ,1983年 (昭和59年)に本地点での農道施行時に発見され

たものであるが,本遺跡の性格を浮き彫 りにするために取り上げたものである。その土器は,外面

に細い縄文を施した後,指頭状の凹線を長精円形に施文する。内面はナデで,煤で黒灰色を呈し,

外面は赤茶色で滑石の混入はない。このような特徴から「 この土器は在地の土器と阿高式系土器の折
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第27図 他地区土器実測図(5)
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友土器と考えられ・……在地上器としては中津式が想定されよう。」といわれている。125は ,C地区

の廃土中に発見された耳栓。長さ2.2clll,端径約1.lcln,中央部の径0,7clmを 計 り糸巻形を呈する。

中心子しの径は0.lcm程度で黄橙色。

石器 石器は全地区で約1,140点 が出土し (第 7図),その石材は讃岐岩 (サ ヌカイ ト)んミ最も多

く使われているが, ここでは物質鑑定していないものの, さらに黒色で緻密なものをガラス質安山

岩といい,そ うでない灰色のものを安山岩と称することにした。また姫島産と思われる乳白色の黒

曜石491点 ,黒色は20点が出上し,そのほか貢岩,青白珪石 (チ ャート),砂岩,水晶などであった。

23～30(第28図 )は,A地区から出土したものである。客土から出土した23は ,安山岩製の打製

石斧。縁辺から大胆に加撃するが,乱節理のため片形状を成す。26は,打製石斧等の製作時の砕石

であるう。25はA2の 3層上面に出上した打製石斧。石材は安山岩で分銅形を呈する。28はA-1区

の3層下位に出土した貢岩質の打製石斧。四周を丁寧に階段状象1離を加えた短冊形。器長12.7cln,

器幅4.8clnを 計る。30は安山岩質の打製石斧。

31(第29図)は,B2区の2層 (客土)に出土した打製石斧。石材は安山岩で,背面に自然面が

残り,腹面に弧状を成し下端部は折損する。

32～34(第29図)は,Cl区に出土したもの。そのうち32・ 34は,Cl区 ―S101遺構の 3層上面に

並行して出上した (両斧とも刃部を南東方向)。 32は安山岩質の乳棒状磨製石斧。断面は楕円形を

呈し,頭部は細 く,刃部は蛤刃を呈する。基部は細かい打裂を加え成形する。器長13cm,器 幅6.2

帥,器重351g計る。33も安山岩質の乳棒状磨製石斧。器長15.2cln,器 幅4.8cln計 り,刃部に腹面に

向って大きな単一打裂が入る。基部に細かい打裂を加え成形し, 1側面部に擦切痕がみられる。器

面には酸化鉄が付着する。34は ,ガラス質安山岩の横形石匙状石器。石匙にしては器厚が形状に比

べて1.8cmと 厚 く,整形が全体に粗製である。しかし,つ まみの弧状部分,先端部分に整形調整が

みられる。

35。 36(第29図)は,D地区に出上したもの。そのうち35は ,D2区の3層上面から出土 した乳

白色の黒曜石で,長径7.8cm,短径6.7帥器体は半精円形を呈するが,丁寧な縁部整形はみられず,

石核石器か。36は ,ガラス質安山岩の石核。腹面に両側面からの加撃によって,数次の弧状の象1離

面を成す。背面は角閃石斑昌安山岩特有のギザギザした自然面である。

37～39(第29図 )は,E地区の2層 (客土及び河床映層)に出上したもの。37は撤攪岩質を含む

安山岩で,乳棒状を呈する石斧。刃部は腹面に向って欠損するが,基底部は丁寧な打製を加え成形

する。また腹面には扁平状を成す節理面が残り,その裂痕がみられる。38は,ガ ラス質安山岩によ

る台形様石器。両端を欠断し,縦位の端部に階段状の極浅形細部調整を施す。器長3.8cm,刃 長3.6

cln,器幅0.8clnを計る。39は,E2の 2層 (客土,河床礫層)に出上した擦切石斧。石材は扁平状に節
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理を持つ貢岩。背面の鏑部分は長めに深く研ぎ出すが,腹面は短く片刃を呈す。形状は定角式で,

他にも数点出土しており,中には撥形もみられる。

40～44(第30図)は,Fl区の2層, 3層上面から出土 したもの。そのうち40は, 2層 から出土

した安山岩質の蛤刃石斧。片側縁は磨かれ,背腹の両面は細かい打裂を加え成形している。41は未

完成の石器。石材は安山岩質で,石斧等の製作過程のものであろう。42・ 43は敲石。いずれも砂岩

質の礫石を石材とし,43は敲点が顕著である。44は安山岩による磨製石斧。
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第30図 他地区石器実測図(3)
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45～51(第31図)は,Gl区の2層及び3層上面に出土したもの。45は石箆状石器。46は河原石

を使った磨石。47は ガラス質安山岩製の縦形石匙。つまみ部分が大きく,側縁は横票Jぎ によって得

られた稜線面を利用して剰離調整する。48tよチャー トの砕片。49は刃部が欠損した石斧で,基部は

丁寧に打裂を繰返し整形する。50は安山岩製の打製石斧。稜が偏在するため,側縁部の象J離面が深

形,浅形とに粗形調整されている。51は ガラス質安山岩による削器。

52(第32図 )は,Gl側 の中央 トレレンチの3層中位から出土砂岩質の凹石。背腹の両面は使用

による凹状をなし,半折する。また半折面の一端は,使用した数次の細かい極部擦痕が確認できる。

53～ 55はG2区,561ま Hl区に出上したもの (第33図)。 そのうち53は , 3層上面に出上した安山
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第32図  凹石実測図 (5)

岩質の石皿。器長35clll,半失した最大器幅18.5cHl,器厚 5911,重 さ60.5kgを計 り,ほぼ扁平である。

背面の中央部は凹状を成 し数次の擦痕,腹面は平坦に調整した剣裂痕が認められる。54は柱状の敲

石。器長24.5cHl,器幅3.8cll,器厚2.8clllを 計 り,両端部に擦痕,基部には傷痕が確認される。石材

は砂岩。56は,Hl区の 3層上面に出土した石箆状石器。石材は安山岩質で,背面には自然面が残

り,凸状部の一端を打裂して整形する。腹面は単打で粗形した後,側縁から象J離調整を加えている。

(渡辺友千代)

註

註 1 田中良之 1979年「中期・阿高式系上器の研究」『古文化談叢』6(九州古文化研究会)
註2 口中良之 1979年「中期 。阿高式系土器の研究」『古文化談叢』6(九州古文化研究会)
註3 足立克己 1987年「山陰石見地方における縄文後期前～中葉土器について」『東アジアの考古学』中
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第6章  総

今回の調査面積は1,300ポにおよがものであったが,調査の中途に保存の話かの持ち上がり,最

終的には町が買収爆存したため,F2区以外は完掘 していないのが現状である。したがって調査は

予想外の早さで終ったといえるとともに,石ケ坪遺跡が “残った"と いう喜びは大きい。その “残っ

た"(残 された)理由付は,多岐にわたっていると考えられるが,調査を担当した者として気付い

た数項について指摘しておきたいと思う。

1.住 居 跡

まず第一に指摘できることは,竪穴住居,貯蔵穴,土羨,柱穴等の一群性をもった遺構が具体的

に検出されたことであろう。斎場 (墓地)と 明言はできないが,殊にF2区の集石遺構等は最たる

もので,今後,下層面への詳細調査が必要且つ期待されよう。また15,000点 という多量の出土遺物

からは,形式学的方法で,あ る程度の時間的物差しができた上に, しかもそれらの遺7/Jが遺構に伴

う一括遺物とて限定できるものが多くあった。このことは,つ まり遺物年代イコール遺構年代とい

うことになり, これらの遺構が時期的限定性をもつものとして意義深いことであった。

本遺跡で住居跡と確認されるものは,A,Cl,C2-D2,Dl― El,F2の各地区に検出されてい

るが,他にも下層面に数跡が想定できる。F2区での竪穴住居跡は,長軸8.6m,短軸7.6mの楕円

形ブランを成し大型住居といえる。このような大型住居が本遺跡の中でも特異性のものかというと,

時期を異すると想定されるA地区内の住居跡は別にして,およそ同様なプランを呈しているため,

本遺跡での 1つ の傾向として捉えることができよう。またF2区でその構造についてみるならば,

その特徴は,主柱を二重構造とするパターンであったことが想定できる。大型住居であったため,

恐らく内側をめぐる主柱は,外周する主柱を支持した柱であったものであろう。こうした構造パター

ンは,C2-D2の SIで も確認されている。またF2区の住居プランでみられる北東面の有段状の壁体

|よ気になる。いかにも意識的に作造したように,壁体の両側に沿って濤状に掘り込み,有段させて

いる。そしてその壁体上には,柱穴らしきピットがみられることから,住居の拡張跡とも受け取ら

れるが,床面を修復していないのは何故なのであろうか。

2.中津式上器と並木式上器

土器は,本遺跡から出上した遺物のうち84%を 占め,中には遺構から一括出土したもの, あるい

は器形がわかる大片も多い。しかし,河道の流走にみられるように,上層面には遺物の摩耗,移流
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等によって出土位置とはそぐわないものもあり,資料価値を乏しくしているものもあった。ただし,

旧河道と想定される以外は層序は明確であり,遺構も砂質性にしてはしっかりし,遺構・遺物の同

時性として捉えることができたことは大きな成果であった。これらのことを前提に,以下,中津式

上器と並木式上器との問題点を指摘しておこう。

もっとも多く出上した土器は中津式であり,全体の約1/5を 占める。深鉢形土器は胴部がややく

びれ, 口縁部は内湾ぎみで波状口縁の形態をとる。施文は沈線のみのも多く,その沈線は深浅の別

があって,深いものはおよそ太めで狭いという傾向があるようである。また浅い沈線は沈線間が広

く,第17図25の ように,擬似縄文のものもある。また,その中津式に連続するという幅施 3本沈線

の福田KI式は,意外に少なく,宿毛式として捉えられるものが数としては増し, 口縁部に直線な

どを集中させた縁帯文系の彦崎KI式・津雲A式が優越 してくる。また,小さな突起や橋状把手,

渦巻文を半円弧で囲んだもの,つまり鐘崎式系と呼ばれる土器が比較的出土している。この鐘崎式

の器形は,第16図 11・ 第17図19に図掲したように,短 く外反するという特徴がある。

こうしてみていくと,本遺跡の盛行期は中津式の多出にみられるように,中期末から後期初頭に

あって,そ して後期中葉で盛 り返し,その後一旦は中絶するものの,A地区を中心に後期後半から

晩期初頭にまた出現するという大枠で捉えられることができる。しかし問題となるのは,中津式に

次ぐといわれる福田KIは少く,む しろ後期中葉に位置付けられている彦崎KIと 並行する鐘崎式,

あるいは沈線を多用する小池原上層式などの九州系が多出していることである。中でも凹点文を施

文とする坂の下式のように,阿高式土器から派生した南福寺系との類似性,つ まり中津式と後期初

頭における九州系との関連性とが問題になる。また滑石混土器のうち,特に多出した中期前葉の並

木I・ Ⅲ式との間隙をどう扱ったらよいのであろうか。確かに,中期中葉から後葉にかけての阿高I・

I式 と呼ばれる “文化"は,第22図 124に 図掲しているように,中津式 “文化"と の相会で醸成さ

れた証拠がある以上,前者の問題は解決できるであろう。が,後者の問題は中津式系との時期差が

余りにも間際で吹き切れない。ならば本遺跡における文化層との複合ということになるが,現調査

段階でみる限り,その並木式と中津式との関係は,遺構内において混在し共存遺物として捉えるこ

とができることから,やはり問題の解決とはならないのである。

3.打製石斧

本遺跡で出土した石斧は99点で,そのうち11点の大半は基部に丁寧に打裂を加え成形 した局部磨

製石斧である。この数点の中には擦切で成形し,顕著なものは掲図の第29図39にみられるような擦

切石斧も出土した。残りの88点は打製石斧で,石材は安山岩である。その形態は撥形が最も多く,

次いで短冊形,分胴型の 1点の順で出上しており,そのうち1/2は腹面に向って弧状を成 している。
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こうした打製石斧は, どのような用途に使用されたものであろうか。確かに腹面に弧状を成す形

態からは基端部に柄を着装し,鋤状に使用したことを連想させるが,用途については今一つわから

ない。中にはこれらを石鍬として捉え,農耕論説も出されているが,結論には至っていないのが現

状である。むしろ採集を基調とした生活上の立場から,根茎類等の掘削具としての上掘呉が指摘さ

れているようである。しかし,その論拠も吹き切れないものがある。それは根茎類の掘削に使用し

たものと考えるならば,作業中欠損した場合,その折損片を持ち帰ったのであろうか,余 りにも住

居至近に多出し過ぎるのである。また竪穴等の柱の掘削等の使用とも考えられるが,やはり88点は

夕いようである。これらの問題をどう捉えるか, ということについて間接的にその解明の一端を窺

わせる資料がある。それは第21図 5,第21図 14,第22図15に図掲したような石匙形石器である。こ

うした形状のものは,本遺跡で6点出土 しており (石匙は別にして),そ の技法は横剰ぎを多用す

る。また,第21図 5,第22図 15の ように,そ こには石匙でいうつまみという意識の技法は認められ

ないことである。それらのことを踏まえ, これを石包丁の前身として捉えるならば,穂摘具とも解

され,それは農具とみることができるのである。つまり多出した打製石斧は,石匙形石器と絡めて

みてゆくならば,そ こには屋外で農具を振るう縄文人たちの生活が浮び上ってきそうである。

(渡辺友千代)
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1.石ケ坪遺跡と周辺地形の鳥取



1.遺跡遠景 (手前は紙祖川・北から)

2.発掘調査前の全景 (南から)
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5.F2-Cの 出土状況 (焼石も散見される)

6.ト レンチを挟む石囲炉 (F2-a)



図版10

7.F2-dの 上壌検出状況 (SK07)

8.立石と周堤 (?)を周行する濤状土壊



図版11

..■r・
――
i l・  |     '■ ‐―■■    |

9.ト レンチに検出された陥ち込み (左 P29。 右SK05)



図版12

■rい
｀
1

嫁滋漆

♂

お

すれ

一雛
ｒ
ｉ

予
一
〓
酵
〓
一
一 I■警

(北東から)

11.F2区 の 3層下位の状況 (北東から)

F2区の遺構検出状況



図版13

13.F2-C・ F2-bの遺構検出状況 (北東から)

1.縄文土器



2.縄文土器

▼
/, 
才_.

｀ヽ
!ゝ、 ′

学ね
離 ||

憮,■|

3.縄文土器



図版15

4.縄文土器

′
∵れ
（
一一一一

ヽ
、

１

番

一

9-43

‐９
．
４５

一

Ⅷ

Ⅷ

輩

１９
．
５０

織
手,|:|

母



図版16

6.縄文土器と陶磁器
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現地説明会

プラス縄文体験

平成元年 6月 25日

土掘具を使う見学者調査員の説明を聞きいる見学者たち



縄文施文コーナーでは・……

石匙を使って鮎料理

ここでは猟師も登場

縄 文 講 義 ?
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